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心・技・体
創
きず
け仲間と共に広島の未来へ

　一年間、有難うございました。
　全国でも二番目に大きい単会の会長を務めさせていただき、私の
人生にとっても最高の１年間だったと思います。
　平成 27 年度に掲げたスローガンは、団結心でした。私は、広島
ＹＥＧが大好きで、私が目指したものは心から感じ、心から行動
できる団結力です。
　そして、今年度は今までにない新しい事業や活動を試み全
ての事業が大成功に終わることが出来ました。これもひとえ
に会員の皆様のご協力があったからこそ、会員の皆様が心
から感じ心から行動していただけた賜物だと感謝申し上
げます。
　本当に有難うございました。
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こ
の
１
年
間
を
振
り
返
っ
て

入
会
８
年
目
の
私
が
、
何
が
出
来
る
の
か
、

何
を
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
の
か
考
え
ま
し

た
。こ

の
広
島
Ｙ
Ｅ
Ｇ
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
業
種
の

会
員
の
皆
様
が
い
て
、
会
社
規
模
や
入
会
年
度

や
年
齢
な
ど
関
係
な
く
交
流
で
き
る
、
そ
ん
な

フ
ラ
ッ
ト
な
所
が
と
て
も
良
い
所
だ
と
思
い
ま

す
。
そ
し
て
い
ろ
ん
な
考
え
方
を
持
っ
た
青
年

経
済
人
、
こ
の
一
人
ひ
と
り
を
繋
げ
て
行
く
事

が
で
き
、
そ
し
て
未
来
へ
の
挑
戦
が
出
来
る
環

境
を
作
る
こ
と
こ
そ
が
私
の
使
命
な
の
で
は
な

い
か
と
思
い
ま
し
た
。

平
成
27
年
度
は
、
団
結
心
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に

心
技
体
の
三
つ
の
事
業
に
大
き
く
分
け
活
動
し

て
き
ま
し
た
。

４
月
は
、
総
務
委
員
会
に
よ
る
通
常
会
員
総

会
が
あ
り
ま
し
た
。
深
山
会
頭
に
ご
講
演
い
た

だ
き
、
我
々
青
年
部
に
激
励
の
お
言
葉
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
私
の
所
信
表
明
で
は
か
な
り
緊

張
し
て
し
ま
い
、
う
ま
く
思
い
を
伝
え
ら
れ
な

か
っ
た
こ
と
を
思
い
出
し
ま
す
。

５
月
は
、
会
員
交
流
ゴ
ル
フ
で
す
。
会
員
交

流
委
員
会
の
皆
様
の
細
か
い
所
ま
で
の
お
も
て

な
し
に
感
動
し
ま
し
た
。
顔
写
真
入
り
の
ス
コ

ア
ー
カ
ー
ド
や
19
番
の
マ
ー
カ
ー
は
大
切
な
宝

物
で
す
。
そ
し
て
資
質
向
上
委
員
会
に
よ
る
新

入
会
員
歓
迎
会
で
は
、
役
員
の
皆
様
が
率
先
し

て
新
入
会
員
に
声
を
か
け
て
く
れ
て
い
ま
し
た

事
を
嬉
し
く
思
い
出
せ
ま
す
。

６
月
は
、
絆
委
員
会
に
よ
る
組
織
作
り
に
つ

い
て
の
講
師
例
会
で
、
畑
喜
美
夫
先
生
を
お
招

き
し
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
理
論
に
つ
い
て
勉
強
し
ま

し
た
。

７
月
は
、
日
本
伝
統
文
化
研
究
委
員
会
に
よ

る
講
師
例
会
で
、
松
田
雄
一
先
生
を
お
招
き
し

日
本
の
伝
統
文
化
と
日
本
人
と
し
て
の
誇
り
を

再
確
認
さ
せ
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
未
来
の

子
供
達
へ
そ
れ
ら
を
受
け
継
い
で
い
く
大
切
さ

も
学
び
ま
し
た
。

８
月
は
、
Ｈ
Ｉ
Ｒ
Ｏ
Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｍ
Ａ
未
来
会
議

実
行
委
員
会
に
よ
る
経
済
産
業
局
の
若
手
公
務

員
の
方
た
ち
と
の
広
島
を
テ
ー
マ
に
し
た
グ

ル
ー
プ
討
論
を
し
ま
し
た
。
行
政
の
皆
様
と
の

交
流
は
こ
れ
か
ら
も
持
ち
続
け
る
こ
と
が
広
島

の
未
来
に
は
必
要
だ
と
思
い
ま
し
た
。

９
月
に
は
、
海
外
研
修
委
員
会
が
担
当
し
バ

ン
コ
ク
へ
海
外
視
察
す
る
予
定
で
し
た
が
、
爆

弾
テ
ロ
が
起
き
た
為
泣
く
泣
く
中
止
の
判
断
を

し
た
事
が
と
て
も
残
念
で
な
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
そ
し
て
、
資
質
向
上
委
員
会
に
よ
る
講
師

例
会
で
す
。
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て

Ｙ
Ｏ
Ｋ
Ｏ
先
生
と
森
川
あ
や
こ
先
生
に
よ
る
ダ

ブ
ル
講
師
で
一
部
二
部
と
に
分
け
て
学
び
ま
し

た
。
中
国
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
と
岡
山
で
の
全
国
大

会
の
キ
ャ
ラ
バ
ン
隊
に
よ
る
Ｐ
Ｒ
も
私
た
ち
の

モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
上
げ
て
く
れ
ま
し
た
。

そ
し
て
、
な
ん
と
言
っ
て
も
私
が
４
年
前
に

委
員
長
を
さ
せ
て
も
ら
っ
た
時
か
ら
構
想
に

あ
っ
た
運
動
会
で
す
。
ス
ポ
ー
ツ
親
睦
委
員
会

の
皆
様
が
企
画
し
て
く
れ
て
マ
ツ
ダ
体
育
館
に

て
会
員
の
ご
家
族
も
含
め
１
８
０
人
近
い
人
数

で
色
々
な
種
目
を
行
い
、
い
い
汗
を
か
き
ま
し

た
。
子
供
達
の
笑
顔
は
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。
本

当
に
良
い
思
い
出
と
な
り
ま
し
た
。

10
月
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ッ
シ
ュ
ひ
ろ
し
ま
委
員

会
に
よ
る
オ
ー
プ
ン
例
会
で
す
。
小
阪
裕
司
先

生
を
お
招
き
し
、
人
を
動
か
す
動
機
作
り
に
つ

い
て
学
び
ま
し
た
。
一
般
の
方
も
含
め
３
０
０

人
近
い
人
数
の
方
が
集
ま
っ
て
い
た
だ
き
、
広

島
Ｙ
Ｅ
Ｇ
の
活
動
に
つ
い
て
も
少
し
は
ア
ピ
ー

ル
で
き
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。そ
し
て
、

日
本
伝
統
文
化
研
究
委
員
会
に
よ
る
国
内
研
修

で
す
。
38
名
で
金
沢
に
行
き
、
加
賀
屋
の
日
本

一
の
お
も
て
な
し
講
座
等
を
通
じ
日
本
の
伝
統

文
化
を
体
験
し
ま
し
た
。
夜
の
大
懇
親
会
も
最

高
に
盛
り
上
が
り
楽
し
い
研
修
旅
行
で
し
た
。

11
月
は
、
総
務
委
員
会
に
よ
る
臨
時
会
員
総

会
で
す
。
青
年
部
設
立
19
年
目
に
し
て
初
め
て

会
費
の
増
額
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
次
年
度
の

20
周
年
記
念
事
業
の
予
算
そ
し
て
広
島
Ｙ
Ｅ
Ｇ

の
更
な
る
飛
躍
に
期
待
を
込
め
、
全
会
員
の
為

に
運
営
し
て
頂
け
る
こ
と
を
願
い
ま
す
。
そ
し

て
絆
委
員
会
に
よ
る
今
年
度
２
回
目
の
新
入
会

員
歓
迎
会
で
す
。
62
名
で
開
催
し
、
現
役
会
員

●　●　●　Look back on 2015　●　●　●

梶間　弘識 水野正太郎

松前　嘉剛

吉田　　豪 新甲　悟司

村上　健一

金堀　健一

新谷　浩之

松田　哲也

髙井　建治

内山　　洋

佐藤　忠寛

延澤　量昭

松岡　伸和

柳川　征裕

若林　博文

林　　太郎 原田　一彦

森吉　　哉

堂本　健壮

貫名　　毅

福山　　忠

金井　次郎

越智　基匡

加藤健太郎

満井　宏昭

田窪　浩一

【平成27年度】　役員及び特別委員長紹介� Officer  Introduction

監事 産学連携推進委員長

会長

監事 日本伝統文化研究委員長

直前会長

総務委員長

スポーツ親睦委員長

顧問

渉外委員長

HIROSHIMA未来会議実行委員長

副会長

広報委員長

ＹＥＧ未来検討特別委員長

副会長

資質向上委員長

広島ＹＥＧ２０周年企画特別委員長 ラストイヤー特別委員長

副会長

海外研修委員長

副会長

会員交流委員長

副会長

エネルギッシュひろしま委員長

副会長

絆委員長

副会長

心・技・体
創
きず
け仲間と共に広島の未来へ

松前 嘉剛
平成27年度会長
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通
常
会
員
総
会

日

時　

平
成
27
年
４
月
21
日（
火
）

場

所　

 

リ
ー
ガ
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
広
島

担

当　
 

総
務
委
員
会

⑴
平
成
26
年
度
事
業
報
告
並
び
に
収
支
決
算
に

つ
い
て

⑵
平
成
27
年
度
事
業
計
画
書
（
案
）
並
び
に
収

支
予
算
書
（
案
）
に
つ
い
て

⑶
規
約
・
規
定
の
改
正
（
案
）
に
つ
い
て　

　

上
記
議
案
に
つ
い
て
原
案
通
り
承
認
さ
れ
ま

し
た
。

Regular meeting

例 会

６
月
例
会

日

時　

平
成
27
年
６
月
18
日（
木
）

場

所　

 

グ
ラ
ン
ド
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
広
島

担

当　

 

絆
委
員
会

講

演　

 「『
強
い
チ
ー
ム
』
を
つ
く
る
〜

『
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
理
論
』
に
よ
る

企
業
の
組
織
作
り
と
は
〜
」

講

師　

 

広
島
県
立
安
芸
南
高
校
サ
ッ

カ
ー
部　

監
督

　
　
　
　
　
　

畑　

喜
美
夫
氏

　

ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
理
論
と
は
、
個
人
一
人
一
人

に
“
自
ら
考
え
行
動
さ
せ
る
”
こ
と
を
継
続
す

る
こ
と
に
よ
り
組
織
が
強
化
さ
れ
て
い
く
理
論

で
あ
り
、
講
演
会
で
は
、
こ
の
「
ボ
ト
ム
ア
ッ

プ
理
論
」
に
基
づ
く
組
織
強
化
の
理
論
と
実
践

方
法
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
、
団
結
力
の
さ
ら
な

る
向
上
に
結
び
付
き
ま
し
た
。

　

懇
親
会
に
お
い
て
も
、
チ
ー
ム
毎
に
団
結
力

を
深
め
る
ミ
ニ
ゲ
ー
ム
ま
で
ご
準
備
い
た
だ

き
、
と
て
も
楽
し
く
有
意
義
な
時
間
を
過
ご
す

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

畑
先
生
、
絆
委
員
会
の
皆
様
、
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

７
月
例
会

日

時　

平
成
27
年
７
月
29
日（
水
）

場

所　

 

ホ
テ
ル
セ
ン
チ
ュ
リ
ー
21
広
島

担

当　

 

日
本
伝
統
文
化
研
究
委
員
会

講

演　

 「
世
界
に
誇
れ
る
日
本
の
伝
統

文
化
〜
呼
び
醒
ま
せ
日
本
人
の

誇
り
〜
」

講

師　

 

広
島
ま
ほ
ろ
ば
の
会　

代
表

　
　
　
　
　
　

松
田　

雄
一
氏

　

日
本
伝
統
文
化
研
究
委
員
会
は
、
日
本
の
伝

統
文
化
を
形
作
っ
て
き
た
歴
史
や
連
綿
と
受
け

継
が
れ
て
い
る
精
神
性
な
ど
、
日
本
人
が
本
来

持
っ
て
い
る
強
み
と
そ
の
本
質
を
再
認
識
す
る

こ
と
で
、
日
本
の
伝
統
文
化
を
紐
解
き
、
日
本

人
の
誇
り
を
呼
び
醒
ま
す
事
を
目
的
と
し
た
事

業
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

日
本
人
と
し
て
の
誇
り
を
持
つ
こ
と
が
今
後

の
地
域
経
済
、
日
本
経
済
を
形
成
す
る
我
々
青

年
世
代
に
と
り
、
非
常
に
重
要
な
要
素
で
あ
る

と
感
じ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
懇
親
会
で
は
委
員
会
メ
ン
バ
ー
全
員

が
登
壇
し
て
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
を
す
る
事
に
よ

り
、
全
メ
ン
バ
ー
に
団
結
心
を
ア
ピ
ー
ル
し
て

大
い
に
盛
り
上
が
り
、懇
親
が
深
ま
り
ま
し
た
。

　

日
本
伝
統
文
化
研
究
委
員
会
の
皆
様
、
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

に
よ
る
か
っ
こ
い
い
ダ
ン
ス
や
演
奏
の
サ
プ
ラ

イ
ズ
も
あ
り
、
と
て
も
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

12
月
は
、
海
外
研
修
委
員
会
に
よ
る
国
際
人

と
し
て
の
教
養
を
高
め
る
た
め
の
講
師
例
会
で

す
。
川
村
健
一
先
生
を
お
招
き
し
、
ま
た
４
ヵ

国
の
外
国
人
の
方
に
も
お
越
し
い
た
だ
き
、「
異

文
化
と
と
も
に
活
き
る
」
を
テ
ー
マ
に
学
び
ま

し
た
。
そ
し
て
忘
年
会
は
い
ろ
い
ろ
な
企
画
で

会
員
達
を
笑
わ
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

１
月
は
、
こ
れ
も
広
島
Ｙ
Ｅ
Ｇ
で
は
初
め
て

の
事
業
で
日
本
Ｙ
Ｅ
Ｇ
28
年
度
出
向
者
の
オ
リ

エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
誘
致
し
、
同
時
に
広
島
Ｙ

Ｅ
Ｇ
の
新
年
互
礼
会
に
も
参
加
し
て
頂
き
共

に
新
年
を
祝
い
交
流
を
図
る
と
い
う
企
画
で

す
。
広
報
委
員
会
が
企
画
運
営
し
て
い
た
だ

き
、
１
９
０
名
の
日
本
Ｙ
Ｅ
Ｇ
を
含
め
た
総
勢

３
６
３
名
で
大
盛
況
に
終
わ
り
ま
し
た
。
広
島

Ｙ
Ｅ
Ｇ
に
と
っ
て
は
新
し
い
未
来
へ
つ
づ
く
第

一
歩
に
な
っ
た
事
だ
と
思
い
ま
す
。
本
当
に
開

催
出
来
て
良
か
っ
た
で
す
。

２
月
は
、
産
学
連
携
推
進
委
員
会
に
よ
る
産

学
官
が
一
つ
と
な
っ
て
行
っ
た
広
島
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
フ
ォ
ー
ラ
ム
２
０
１
６
で
す
。
広
島
県

よ
り
大
石
知
広
先
生
、
広
島
大
学
か
ら
川
瀬
真

紀
先
生
を
お
招
き
し
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
思
考
を

学
び
ま
し
た
。
３
０
０
名
を
超
え
る
グ
ル
ー
プ

ワ
ー
ク
は
先
生
方
も
ビ
ッ
ク
リ
す
る
ほ
ど
の
規

模
の
も
の
で
し
た
。
そ
し
て
、
岡
山
全
国
大
会

に
は
１
０
０
名
の
登
録
を
い
た
だ
き
大
勢
で
岡

山
を
盛
り
上
げ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
広
島
Ｙ

Ｅ
Ｇ
の
懇
親
会
も
物
凄
く
盛
り
上
が
り
ま
し

た
。そ

し
て
３
月
は
、
総
務
委
員
会
、
会
員
交
流

委
員
会
に
よ
る
卒
業
式
、
卒
業
パ
ー
テ
ィ
ー
、

卒
業
ラ
イ
ブ
で
す
。
過
去
最
高
の
人
数
の
仲
間

達
に
見
送
ら
れ
本
当
に
感
動
的
で
幸
せ
な
１
日

と
な
り
ま
し
た
。

あ
っ
と
言
う
間
の
１
年
間
で
し
た
が
、
沢
山

の
仲
間
達
に
支
え
ら
れ
沢
山
の
仲
間
達
と
出
会

い
、
私
に
と
っ
て
生
涯
忘
れ
ら
れ
な
い
１
年
と

な
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

皆
様
、
本
当
に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

８
月
例
会

日

時　

平
成
27
年
８
月
28
日（
金
）

場

所　

 

ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
ヴ
ィ
ア
広
島

担

当　

 

Ｈ
Ｉ
Ｒ
Ｏ
Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｍ
Ａ
未
来
会

議
実
行
委
員
会

テ
ー
マ　

 「
広
島
Ｙ
Ｅ
Ｇ
『
Ｈ
Ｉ
Ｒ
Ｏ
Ｓ

Ｈ
Ｉ
Ｍ
Ａ
未
来
会
議
』
〜
創
け

仲
間
と
共
に
広
島
の
未
来
へ

〜
」

　

例
会
で
は
、
若
手
公
務
員
の
方
と
広
島
の
未

来
に
つ
い
て
今
後
の
地
域
活
性
化
に
つ
な
げ
て

行
く
こ
と
を
テ
ー
マ
と
し
て
グ
ル
ー
プ
討
議
形

式
で
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
し
た
。
グ

ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
の
進
行
に
つ
い
て

は
、
Ｈ
Ｉ
Ｒ
Ｏ
Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｍ
Ａ
未
来
会
議
実
行
委

員
会
の
各
委
員
の
皆
様
が
、
参
加
者
か
ら
の
意

見
を
非
常
に
う
ま
く
引
き
出
し
ま
と
め
ら
れ
て

い
ま
し
た
。

　

懇
親
会
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
分
科
会
で
纏
め

ら
れ
た
意
見
を
発
表
頂
き
、
明
る
い
広
島
の
未

来
が
近
づ
い
た
と
思
い
ま
す
。

　

Ｈ
Ｉ
Ｒ
Ｏ
Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｍ
Ａ
未
来
会
議
実
行
委
員

会
の
皆
様
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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臨
時
会
員
総
会

日

時　

平
成
27
年
11
月
19
日（
木
）

場

所　

リ
ー
ガ
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
広
島

担

当　

 

総
務
委
員
会

　

⑴
平
成
28
年
度
会
長
選
出
に
つ
い
て
（
案
）

　

⑵
平
成
28
年
度
役
員
選
出
に
つ
い
て
（
案
）

　

⑶
会
費
規
程
の
改
正
に
つ
い
て
（
案
）

　

い
ず
れ
も
原
案
通
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

12
月
例
会
・
忘
年
会

日

時　

平
成
27
年
12
月
17
日（
木
）

場

所　

リ
ー
ガ
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
広
島

担

当　

 

海
外
研
修
委
員
会

講

演　

 「
異
文
化
と
と
も
に
活
き
る
」

講

師　

 

広
島
経
済
大
学　

教
授

　
　
　
　
　
　

川
村　

健
一
氏

　

川
村
健
一
先
生
の
経
験
談
に
よ
る
様
々
な
話

を
聞
く
こ
と
に
よ
り
、
世
界
各
国
の
生
活
や
ビ

ジ
ネ
ス
上
で
の
共
通
す
る
キ
ー
ワ
ー
ド
を
学
ぶ

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
さ
ら
に
外
国
人
講
師
を

交
え
た
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
も
、
実
際
の
声

を
聞
き
、
異
文
化
に
つ
い
て
の
理
解
が
深
ま
っ

た
り
、
今
後
の
外
国
人
と
の
接
し
方
の
ヒ
ン
ト

を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

忘
年
会
で
は
、
外
国
人
講
師
由
来
の
郷
土
料

理
や
ビ
ー
ル
そ
し
て
委
員
会
対
抗
選
手
権
に
よ

り
委
員
会
ご
と
の
団
結
心
が
深
ま
っ
た
よ
う
に

思
い
ま
す
。
非
常
に
楽
し
い
忘
年
会
と
な
り
ま

し
た
。

　

海
外
研
修
委
員
会
の
皆
様
、
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

新
年
互
礼
会

日

時　

 

平
成
28
年
１
月
22
日（
金
）

場

所　

 

グ
ラ
ン
ド
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
広
島

担

当　

 

広
報
委
員
会

出
席
者　

 

広
島
Ｙ
Ｅ
Ｇ
１
４
５
人
、
Ｏ
Ｂ

10
人
、
来
賓
３
人
、
県
連
15

人
、
日
本
Ｙ
Ｅ
Ｇ
１
９
０
人 

合
計
３
６
３
人

　

広
島
Ｙ
Ｅ
Ｇ
新
年
互
礼
会
が
、
平
成
28
年
度

日
本
Ｙ
Ｅ
Ｇ
出
向
予
定
者
の
皆
様
も
ご
出
席
の

上
、
３
６
０
名
を
超
え
る
人
数
で
盛
大
に
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

同
会
で
は
、
会
員
相
互
の
賀
詞
交
換
を
行
う

と
と
も
に
、
広
島
Ｙ
Ｅ
Ｇ
と
日
本
Ｙ
Ｅ
Ｇ
と
の

交
流
も
促
進
さ
れ
ま
し
た
。

　

広
報
委
員
会
の
皆
様
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

卒
業
式
・
卒
業
記
念
パ
ー
テ
ィ
ー

日

時　

平
成
28
年
３
月
17
日（
木
）

場

所　

エ
ン
ジ
ェ
ル
パ
ル
テ

担

当　

 

総
務
委
員
会
・
会
員
交
流
委
員
会

　

今
年
度
の
事
業
の
締
め
く
く
り
に
ふ
さ
わ
し

い
２
２
０
名
も
の
Ｙ
Ｅ
Ｇ
会
員
、
Ｏ
Ｂ
の
皆
様

が
集
ま
り
、
松
前
会
長
、
村
上
直
前
会
長
、
松

田
顧
問
ほ
か
32
名
の
卒
業
生
を
送
り
出
し
ま
し

た
。

　

卒
業
式
で
は
、
卒
業
生
へ
の
記
念
品
と
し
て

記
念
ス
タ
ン
プ
が
贈
ら
れ
、
卒
業
記
念
パ
ー

テ
ィ
ー
で
は
、
卒
業
生
の
皆
様
に
よ
る
ダ
ン
ス

９
月
例
会

日

時　

平
成
27
年
９
月
16
日（
水
）

場

所　

ホ
テ
ル
セ
ン
チ
ュ
リ
ー
21
広
島

担

当　
 

資
質
向
上
委
員
会

講

演　

 「
ラ
フ
に
学
ぶ
米
国
発
Ｎ
Ｌ
Ｐ

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
術
」

講

師　

 flo
w

-c
o

m
m

u
n

ic
a

tio
n

s
 

　

ｙ
ｏ
ｋ
ｏ
氏

講

演　

 「
実
践
！
飲
み
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
術
」

講　

師　

 

ｏ
ｆ
ｆ
ｉ
ｃ
ｅ 

ア
イ
ム 
代
表

　
　
　
　
　
　

森
川　

あ
や
こ
氏

　

第
１
部
講
演
会
で
は
、
講
師
の
ｙ
ｏ
ｋ
ｏ
氏

か
ら
、
１
９
７
０
年
代
に
米
国
で
確
立
さ
れ
た

Ｎ
Ｌ
Ｐ
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
術
を
学
び
ま
し

た
。
実
演
を
伴
う
実
践
的
で
楽
し
い
講
演
会
と

な
り
ま
し
た
。

　

第
２
部
講
演
会
・
懇
親
会
で
は
、
元
女
優
で

現
在
ｏ
ｆ
ｆ
ｉ
ｃ
ｅ　

ア
イ
ム
代
表
の
森
川
あ

や
こ
氏
か
ら
飲
食
の
場
で
の
マ
ナ
ー
・
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
術
、
お
酒
が
苦
手
な
方
で
も
出

来
る
飲
み
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
学
び
ま

し
た
。

　

い
ず
れ
の
講
演
会
も
笑
顔
の
た
え
な
い
、
と

て
も
楽
し
く
内
容
で
し
た
。

　

資
質
向
上
委
員
会
の
皆
様
、
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の
披
露
を
は
じ
め
動
画
の
放

映
が
あ
り
非
常
に
楽
し
く
、
そ
し
て
感
動
的
な

グ
ラ
ン
ド
フ
ィ
ナ
ー
レ
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　

ま
さ
に
団
結
心
、
繋
が
り
、
絆
を
体
感
で
き

る
一
年
で
し
た
。

　

総
務
委
員
会
、
会
員
交
流
委
員
会
の
皆
様
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
そ
し
て
松
前
会

長
、
お
疲
れ
様
で
し
た
。
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し
め
る
空
間
が
出
来
て
い
ま
し
た
。

　

参
加
者
の
競
技
へ
の
参
加
率
が
非
常
に
高

か
っ
た
こ
と
か
ら
も
、
ご
家
族
の
皆
様
と
共
に

楽
し
み
、
会
員
同

士
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
構
築
が
よ
り
深

ま
っ
た
事
業
と
な

り
ま
し
た
。

　

ス
ポ
ー
ツ
親
睦

委
員
会
の
皆
様
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

オ
ー
プ
ン
例
会

日

時　

平
成
27
年
10
月
21
日（
水
）

場

所　

 

リ
ー
ガ
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
広
島

講

師　

 

オ
ラ
ク
ル
ひ
と
・
し
く
み
研
究
所

代
表　

小
阪　

裕
司
氏

講

演　

 「
ワ
ク
ワ
ク
系
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン

グ
と
は
？
」

担

当　

 

エ
ネ
ル
ギ
ッ
シ
ュ
ひ
ろ
し
ま
委

員
会

　

本
オ
ー
プ
ン
例
会
で
は
、
小
阪
裕
司
氏
に
ご

講
演
を
い
た
だ
き
、
人
に
フ
ォ
ー
カ
ス
す
る
こ

と
を
大
原
則
に
「
動
機
づ
け
」
と
「
絆
づ
く
り
」

を
二
本
柱
と
し
た
商
い
の
考
え
方
や
具
体
的
な

実
践
手
法
を
学
び
ま
し
た
。

　

ア
フ
タ
ー
フ
ォ
ロ
も
な
さ
れ
る
な
ど
、
と
て

も
充
実
し
た
内
容
と
な
り
ま
し
た
。

　

エ
ネ
ル
ギ
ッ
シ
ュ
ひ
ろ
し
ま
委
員
会
の
皆

様
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

平
成
27
年　

懇
親
ゴ
ル
フ
・
表
彰
式

日

時　

平
成
27
年
５
月
17
日（
日
）

開
催
場
所　

 

戸
山
カ
ン
ツ
リ
ー
ク
ラ
ブ
・
ホ

テ
ル
グ
ラ
ン
ヴ
ィ
ア
広
島

担

当　

会
員
交
流
委
員
会

　

広
島
Ｙ
Ｅ
Ｇ
Ｏ
Ｂ
と
の
交
流
を
図
る
懇
親
ゴ

ル
フ
コ
ン
ペ
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ゴ
ル
フ
、
懇
親
会
を
合
わ
せ
る
と
１
１
４
名

と
い
う
多
数
の
会
員
及
び
Ｏ
Ｂ
が
参
加
し
、
快

晴
の
空
の
下
、
楽
し
く
ゴ
ル
フ
・
交
流
が
で
き

た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

今
回
の
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
で
は
、
ス
コ
ア
カ
ー

ド
に
顔
写
真
を
載
せ
る
な
ど
担
当
委
員
会
の
工

夫
に
よ
っ
て
印
象
的
な
運
営
が
な
さ
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
懇
親
会
に
お
い
て
も
、
ゴ
ル
フ
に

参
加
で
き
な
か
っ
た
人
も
含
め
て
景
品
を
受
け

取
れ
る
可
能
性
が
あ
る
と
い
っ
た
配
慮
が
な
さ

れ
大
変
楽
し
い
懇
親
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

会
員
交
流
委
員
会
の
皆
様
、
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

　

個
人　

優　

勝
：
野
村
映
嘉
先
輩

　

優
勝　

 

チ
ー
ム
：
資
質
向
上
委
員
会

　
　
　
　
　
　
　
　

 （
若
林
委
員
長
、
高
根
さ

ん
、
多
田
さ
ん
、
浅
井
さ

ん
、
佐
々
木
さ
ん
、
西
尾

さ
ん
、
畠
藤
さ
ん
、
見
附

さ
ん
）

Business report

事業
報告

新
入
会
員
歓
迎
会

日

時　

平
成
27
年
５
月
28
日（
木
）

場

所　

 

オ
リ
エ
ン
タ
ル
ホ
テ
ル
広
島

担

当　

資
質
向
上
委
員
会

　

新
入
会
員
歓
迎
会
が
、
対
象
者
中
70
名
も
の

多
数
の
参
加
者
に
て
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

資
質
向
上
委
員
会
は
、
５
月
に
行
わ
れ
た
懇

親
ゴ
ル
フ
で
チ
ー
ム
優
勝
し
ま
し
た
が
、
勢
い

そ
の
ま
ま
に
、
大
変
楽
し
く
盛
り
上
が
っ
た
会

と
な
り
ま
し
た
。

　

交
流
タ
イ
ム
で
は
、
本
年
度
役
員
・
特
別
委

委
員
長
が
八
つ
あ
っ
た
す
べ
て
の
新
入
会
員
の

テ
ー
ブ
ル
を
回
り
ま
し
た
。

　

資
質
向
上
委
員
会
の
皆
様
、
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

日
本
Ｙ
Ｅ
Ｇ
災
害
協
定
青
年
部
交
流
会

日

時　

平
成
27
年
９
月
11
日（
金
）
〜

　
　
　
　
　
　

12
日
（
土
）

場

所　

 

富
山
電
気
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ

　
　
　
　
　
　
（
富
山
県
富
山
市
）

　

東
日
本
大
震
災
の
教
訓
を
踏
ま
え
、
災
害
発

生
時
に
お
い
て
迅
速
な
支
援
活
動
等
を
円
滑
に

実
施
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
日
本
Ｙ
Ｅ
Ｇ

主
導
の
も
と
「
災
害
対
策
規
定
」
が
制
定
さ
れ
、

そ
れ
に
基
づ
き
、
仙
台
Ｙ
Ｅ
Ｇ
、
深
谷
Ｙ
Ｅ
Ｇ
、

広
島
Ｙ
Ｅ
Ｇ
、
富
山
Ｙ
Ｅ
Ｇ
の
４
単
会
が
平
成

24
年
に
協
定
書
を
締
結
し
ま
し
た
。

　

以
降
、
毎
年
こ
の
４
単
会
が
集
結
し
、「
日

本
Ｙ
Ｅ
Ｇ
災
害
協
定
青
年
部
交
流
会
」
が
開
催

さ
れ
、
今
年
は
、
富
山
が
主
管
地
と
な
り
開
催

す
る
運
び
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
交
流
会
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
災
害

時
の
取
り
組
み
や
経
験
談
な
ど
か
ら
今
後
起
こ

り
う
る
災
害
時
に
ど
う
す
べ
き
か
を
意
見
交
換

し
懇
親
を
深
め
、
災
害
発
生
時
に
お
い
て
迅
速

な
支
援
活
動
を
円
滑
に
実
施
す
る
た
め
に
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
深
化
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
と
す
る

も
の
で
す
。

　

交
流
会
で
は
、
グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
が
な
さ
れ
、
災
害
時
の
対
応
等
に
つ
い
て
協

議
し
ま
し
た
。

　

今
後
も
、
過
去
の
教
訓
を
生
か
し
、
災
害
へ

の
ベ
ス
ト
な
対
処
が
で
き
る
よ
う
研
鑽
を
深
め

た
い
と
思
い
ま
し
た
。

広
島
Ｙ
Ｅ
Ｇ
心
技
体
大
運
動
会
（
家
族
会
）

日

時　

平
成
27
年
９
月
27
日（
日
）

場

所　

 

マ
ツ
ダ
体
育
館

担

当　

ス
ポ
ー
ツ
親
睦
委
員
会

　

今
年
度
、
団
結
心
と
い
う
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
も

と
各
事
業
が
行
わ
れ
る
中
、
会
員
を
支
え
て
い

る
ご
家
族
の
皆
様
に
楽
し
ん
で
頂
く
こ
と
や
運

動
会
を
通
じ
年
齢
、
性
別
、
立
場
と
い
っ
た
垣

根
を
飛
び
越
え
、
一
人
一
人
が
チ
ー
ム
の
一
員

と
な
っ
て
競
技
に
参
加
す
る
こ
と
に
よ
り
、
会

員
同
士
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
が
よ
り
深
ま
る

こ
と
を
目
的
と
し
た
事
業
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

障
害
物
競
争
、
逃
走
中
、
綱
引
き
、
ド
ッ
ジ

ボ
ー
ル
、
リ
レ
ー
の
５
競
技
で
は
、
想
像
を
超

え
た
盛
り
上
が
り
を
見
せ
、
体
操
教
室
や
バ

ル
ー
ン
ア
ー
ト
教
室
な
ど
の
キ
ッ
ズ
コ
ー
ナ
ー

で
は
家
族
の
方
が
子
供
を
安
心
し
て
預
け
、
楽

第
33
回
中
国
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
鳥
取
大
会

日

時　

平
成
27
年
10
月
24
日（
土
）

場

所　

 

と
り
ぎ
ん
文
化
会
館
及
び
そ
の

周
辺
会
場
（
鳥
取
県
鳥
取
市
）

担

当　

渉
外
委
員
会

　

第
33
回
中
国
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
鳥
取
大
会
に
、

広
島
Ｙ
Ｅ
Ｇ
と
し
て
他
Ｙ
Ｅ
Ｇ
メ
ン
バ
ー
と
交

流
し
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
広
げ
る
こ
と
を
目
的

と
し
、
参
加
し
て
参
り
ま
し
た
。

　

渉
外
委
員
会
は
、
大
会
当
日
の
ス
ム
ー
ズ
な

段
取
り
に
向
け
、
事
前
に
委
員
会
メ
ン
バ
ー
に

て
、
バ
ス
の
走
行
ル
ー
ト
の
実
走
、
乗
降
場
所

の
確
認
や
会
場
の
下
見
な
ど
現
場
調
査
を
行
い

ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
当
日
は
各
分
科
会
に
委

員
会
メ
ン
バ
ー
を
配
置
し
、
道
中
や
大
会
参
加

中
は
大
き
な
問
題
な
く
進
行
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
参
加
者
の
方
か
ら
は
「
初
め
て
参

加
し
た
が
、
こ
ん
な
に
楽
し
い
大
会
だ
と
知
ら

な
か
っ
た
。
こ
れ
ま
で
も
参
加
し
て
お
け
ば
良

か
っ
た
。
次
の
機
会
に
も
ぜ
ひ
参
加
し
た
い
。」

と
の
言
葉
を
頂
き
ま
し
た
。

　

多
く
の
他
Ｙ
Ｅ
Ｇ
メ
ン
バ
ー
と
、
式
典
や
分

科
会
、
懇
親
会
を
通
じ
て
触
れ
あ
い
、
刺
激
を

受
け
、
楽
し
く
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

渉
外
委
員
会
の
皆
様
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

国
内
研
修

日

時　

平
成
27
年
10
月
30
日（
金
）
〜

　
　
　
　
　
　

31
日（
土
）

場

所　

 

石
川
県
金
沢
市
及
び
和
倉
町

担

当　

 

日
本
伝
統
文
化
研
究
委
員
会

　

国
内
研
修
で
は
、
伝
統
的
な
モ
ノ
・
サ
ー
ビ

ス
を
生
み
出
し
続
け
て
い
る
歴
史
都
市
金
沢
を

訪
問
し
、自
然
と
調
和
し
た
由
緒
あ
る
町
並
み
・

庭
園
な
ど
の
ハ
ー
ド
か
ら
、豊
富
な
伝
統
工
芸
・

文
化
・
芸
術
な
ど
の
ソ
フ
ト
ま
で
を
皆
で
共
に

体
験
し
、
日
本
文
化
を
再
発
見
す
る
こ
と
が
で
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き
ま
し
た
。

　

ま
た
観
光
地
と
し
て
も
豊
富
な
魅
力
を
持
つ

金
沢
を
視
察
す
る
事
に
よ
り
、
広
島
に
お
け
る

観
光
経
済
の
発
展
に
繋
が
る
気
づ
き
を
得
る
素

晴
ら
し
い
研
修
と
な
り
ま
し
た
。

　

日
本
伝
統
文
化
研
究
委
員
会
の
皆
様
、
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

新
入
会
員
の
皆
様
、
よ
う
こ
そ
広
島
Ｙ
Ｅ
Ｇ

に
参
加
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
は
、
協

力
し
て
Ｙ
Ｅ
Ｇ
を
盛
り
立
て
て
行
き
ま
し
ょ

う
。

　

絆
委
員
会
の
皆
様
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

広
島
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
フ
ォ
ー
ラ
ム
２
０
１
６

日

時　

平
成
28
年
２
月
18
日（
木
）

場

所　

 

ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
ヴ
ィ
ア
広
島

担

当　

 

産
学
連
携
推
進
委
員
会

講

演　

 「
広
島
県
の
産
学
連
携
に
よ
る

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創
出
」

講

師　

 

広
島
県
商
工
労
働
局
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
推
進
部
長

　
　
　
　
　
　

大
石　

知
広
氏

テ
ー
マ　

 「
ス
タ
ー
ト
！
イ
ノ
ベ
ー
テ
ィ

ブ
思
考
！
」

講

師　

 

広
島
大
学
特
任
准
教
授

　
　
　
　
　
　

川
瀬　

真
紀
氏

　

第
１
部
で
は
、
広
島
県
商
工
労
働
局
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
推
進
部
長
で
あ
る
大
石
知
広
氏

に
、
県
の
産
学
連
携
に
よ
る
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

へ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
ご
講
演
頂
き
、
広
島

県
の
施
策
を
よ
り
理
解
で
き
ま
し
た
。

　

第
２
部
で
は
、
広
島
大
学
特
任
准
教
授
の
川

瀬
真
紀
氏
が
講
師
と
な
り
、
Ｙ
Ｅ
Ｇ
、
大
学
関

係
者
、
行
政
職
員
の
方
と
活
発
に
意
見
交
換
を

行
う
と
と
と
も
に
、
広
島
の
観
光
を
題
材
と
し

て
イ
ノ
ベ
ー
テ
ィ
ブ
思
考
を
学
び
ま
し
た
。

　

大
変
有
意
義
な
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

産
学
連
携
推
進
委
員
会
の
皆
様
、
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

日
本
Ｙ
Ｅ
Ｇ
全
国
大
会

日

時　

平
成
28
年
２
月
19
日（
金
）
〜

　
　
　
　
　
　

20
日（
土
）

場

所　

岡
山
県
全
域

担

当　

渉
外
委
員
会

　

広
島
Ｙ
Ｅ
Ｇ
の
登
録
者
は
１
０
１
名
（
事
務

局
含
む
）
で
、
広
島
か
ら
バ
ス
や
新
幹
線
で
岡

山
ま
で
行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

巨
大
な
体
育
館
が
青
年
経
済
人
で
埋
め
尽
く

さ
れ
た
光
景
は
圧
巻
で
し
た
。

　

ま
た
、
千
鳥
、
は
る
な
愛
さ
ん
と
い
っ
た
お

笑
い
芸
人
の
方
々
か
ら
、
堀
江
貴
文
氏
と
い
っ

た
有
名
人
も
多
数
参
加
し
、
有
意
義
な
経
験
を

得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

渉
外
委
員
会
の
皆
様
の
お
か
げ
で
と
て
も
楽

し
い
時
間
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

新
入
会
員
歓
迎
会

日

時　

平
成
27
年
11
月
26
日（
木
）

場

所　

 

広
島
モ
ノ
リ
ス

担

当　

絆
委
員
会

　

絆
委
員
会
メ
ン
バ
ー
の
名
司
会
に
よ
っ
て
、

と
て
も
和
や
か
で
楽
し
い
時
間
を
過
ご
す
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
特
に
懇
親
会
で
は
、
上
前
さ

ん
、
川
上
さ
ん
、
そ
し
て
田
地
井
さ
ん
に
よ
る

音
楽
及
び
ダ
ン
ス
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
が
行
わ

れ
、
視
線
を
一
点
に
集
め
て
い
ま
し
た
。

Ｙ
Ｅ
Ｇ
未
来
検
討
特
別
委
員
会

 

松
岡　

伸
和

　

今
年
度
副
委
員
長
全
員
が
所
属
し
、
そ
れ
ぞ

特別委員会
事業報告

Special Committee 
Business Report

れ
の
委
員
会
を
超
え
た
意
見
交
換
や
日
本
Ｙ
Ｅ

Ｇ
や
広
島
県
連
な
ど
大
き
な
枠
で
広
島
Ｙ
Ｅ
Ｇ
に

つ
い
て
考
え
る
勉
強
会
な
ど
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

メ
イ
ン
事
業
と
し
て
大
野
初
代
広
島
Ｙ
Ｅ
Ｇ

会
長
を
お
招
き
し
て
の
講
演
会
を
開
催
し
、
広

島
Ｙ
Ｅ
Ｇ
の
成
り
立
ち
や
、
目
的
、
初
期
の
組

織
な
ど
Ｙ
Ｅ
Ｇ
活
動
に
お
い
て
大
変
参
考
に
な

る
お
話
が
聞
け
ま
し
た
。
委
員
会
メ
ン
バ
ー
に

は
、
今
後
の
広
島
Ｙ
Ｅ
Ｇ
を
今
以
上
に
盛
り
上

げ
て
頂
き
た
く
思
い
ま
す
。

　

一
年
間
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

広
島
Ｙ
Ｅ
Ｇ
20
周
年
企
画
特
別
委
員
会

 

林　

太
郎

　

広
島
Ｙ
Ｅ
Ｇ
20
周
年
企
画
特
別
委
員
会
で

は
、
平
成
28
年
度
に
迎
え
る
設
立
20
周
年
に
向

け
て
、
ど
の
よ
う
な
記
念
事
業
を
企
画
・
実
施

し
て
行
く
か
を
検
討
し
て
参
り
ま
し
た
。
一
年

間
掛
け
て
検
討
し
て
参
り
ま
し
た
内
容
を
、
平

成
28
年
度
の
周
年
事
業
担
当
委
員
会
に
引
き
継

い
で
頂
く
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　

引
き
続
き
20
周
年
記
念
事
業
の
成
功
に
向
け

て
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
、
ご
参
加
を
宜
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

一
年
間
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ラ
ス
ト
イ
ヤ
ー
特
別
委
員
会

 

原
田　

一
彦

　

卒
業
生
全
員
が
参
加
す
る
委
員
会
、
ま
さ
に

団
結
心
で
結
成
時
か
ら
毎
月
集
ま
り
一
丸
と

な
っ
て
楽
し
く
ラ
ス
ト
イ
ヤ
ー
を
過
ご
す
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
委
員
会
や
事
業
な
ど
の
Ｙ
Ｅ

Ｇ
活
動
を
通
じ
て
、
さ
ら
に
深
ま
っ
た
卒
業
生

間
及
び
現
役
会
員
の
皆
様
と
の
繋
が
り
は
、
卒

業
式
・
卒
業
パ
ー
テ
ィ
ー
、
卒
業
ラ
イ
ブ
で
完

成
し
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　

一
年
間
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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Message卒業会員挨拶
私たちの青年部

新入会員一覧
相水敏光／浅岡健太／石川真紀／石田貴士／井手祐之／井上修／岩井正
貴／岩名聰／上松史和／打越博樹／江口順爾／大下達士／大田由孝／大
野正貴／尾山直大／海部豊／柿村光俊／釜田貴成／久保弘孝／黒木敬／
桒原裕義／小嶋宏輔／児玉宏志／坂本雅彦／佐々井真吾／繁山晃洋／杓
子屋雄一郎 ／田頭和茂／高橋浩二／高原佳子／竹岡潤／竹本新／田中茜
／田中誠二／田中政則／チョードリーサマール／藤原賢／中尾尚弘／中
川美樹／中塚雅夫／永原史朗／新田信雄／野村幸保／橋村幸治／橋本健
大／畠田延志／花岡宏一／濱田真吾／林健太郎／林拓榔／原田明宏／平
岡誠治／平塩英司／藤井正大／細越秀範／牧本直丈／松浦章浩／松岡進
次／松下恒和／満谷潤一／三戸治郎／宮脇加奈子／森亮介／柳田学／山
野秀典／行武かおる／吉本隆／米中庸裕／渡邊将規

前本　恭伸
中国自動車販売㈱専務取締役

岡田　真規
㈱リノベートファーム代表取締役

松浦　章浩
マツウラ工業代表

髙尾　昌二
司法書士法人髙尾事務所代表社員

松前　嘉剛
㈲まつまえ代表取締役

茶木　秀和
平和印刷㈱広島営業所所長

向井　英雄
㈱立芝常務取締役

西　　 智 彦
合同印刷㈱常務取締役

森　　 光 明
㈱ハーティア専務取締役

平塩　英司
広島中央運送㈱代表取締役

吉 本　　 隆
㈱ビーシップ取締役

藤本健太郎
大村印刷㈱広島営業所所長

　駆け込みでYEGに入
会させて頂いたため、短
期でしたが団結力のある
YEGの活動に触れる事が
出来ました。委員会活動
は、ほとんど出来きてな
く申し訳ありません。若
い活気、前向きな姿勢の
YEGに人生の宝となる貴
重な経験をさせて頂いた

ことに感謝しています。広島YEGに入会で
き、卒業した事を誇りに思います。短い期
間でしたが、皆様ありがとうございました。

井上　　修
井上土地家屋調査士事務所代表

　例会・委員会・同好
会などの活動を通じて
多くの仲間との出会い
があり、その仲間と楽
しい時間を過ごせたこ
と、そして多くの経験
をさせていただいたこ
とについて、青年部に
関わる全ての方々に感
謝申し上げます。今後

は今以上に有意義な、そして楽しい青年
部になることを影ながら応援させていた
だきます。ありがとうございました。

有福　晃一
有福税理士事務所所長

　短い期間でしたが、会
長に誘われYEGへ入会し
て本当に良かったという
思いで一杯です（^-^）。
沢山の良き仲間と出逢い
共にそれぞれのイベント
に向けて考え話し合い成
功させる喜びや達成感を
味わい更には遠征による
全国のYEG仲間との交流

やおもてなしがありもっともっと早くYEGに
出逢いたかったです（^-^）/。これからもOB
として応援し、協力するので皆さん頑張って
下さい。そしてありがとうございました。

久保　勝豊
㈱ALBA代表取締役

　平成21年入会以降、青
年部活動を通じ多くの事
を学び、異業種、同世代
の会員の皆様と交流を深
める事が出来たことは、
普段の仕事ではない貴重
な経験をさせていただい
たのではないかと思いま
す。今後ともYEGの団結
力で広島を盛り上げ、ま

すます飛躍することを祈念致します。７年
間お世話になり有難うございました。

坪内　俊彦
東亜産業㈱課長

　私が、YEGに入会した
のは平成22年10月で、卒
業まで５年半という短い期
間でしたが、YEGでの活
動に関わるに従い、多くの
出逢いと多くの経験を頂
きました。「もっと早く入
会し、もっと多く関わりを
持てば良かった」と後悔す
るほど、YEGでの日々は、

私の人生の貴重な財産です。皆様、長い間お
世話になり、本当にありがとうございました。

原田　一彦
もみじ総合法律事務所弁護士

　短い間でしたが素敵な
仲間が沢山できました。
事務局の皆様、関係して
くださいました全ての皆
様に本当に感謝しており
ます。これからも「誠実さ」
をモットーに謙虚に精進
していきますのでこれから
も引き続き宜しくお願い
致します。卒業しましても

何かお手伝いが出来ることがあれば何時でも
よんでくださいね。ありがとうございました。

中村　光治
㈲コスモス役員

　私は３年程度という
短い期間しか在籍して
おらず、多くを語ること
は出来ませんが、自己
責任を伴う自由意志で
の参加の出来るところ
に魅力を感じました。強
制性が強くなり、参加
しづらい雰囲気になら
ないような広島YEGで

あってほしいと思います。短い期間ではあ
りましたが、皆様ありがとうございました。

林　　誠二
㈱ 研 創 取 締 役

　広島YEGでの19年間
の活動は、本当に内容が
濃く、充実した経験を送
らしてもらいました。私
の広島YEGで得た財産
は、先輩、同級生、後輩、
全国の仲間と絆、事業・
例会で培った計画・運営
手法、正副役員としての
リーダーシップの取り方

です。広島YEGをゼロから創りあげられた
諸先輩、現在も進化させてくれる現役メン
バーの皆さんに感謝しかありません。あり
がとうございました。

村上　健一
㈱中和商会代表取締役社長

　YEG設 立 時 か ら メ ン
バーとしてご縁を頂き、振
り返れば19年の月日が流
れてることに何か不思議な
気持ちを感じ沢山の思い
出が浮かび上がります。
海外研修でハワイやタイ
やベトナムなどで交流した
り、ブロック大会にも日本
全国たくさん参加させて頂

きました。良く学びよく遊びた
くさんの出会いに感謝です。卒
業から心機一転、今後も微力
ですが広島の経済と文化に貢
献できればと願います。皆様本
当にありがとうございました。

毛利　茂芳
㈱モウリ代表取締役

　わずか１年でしたが、
広島YEGに参加させて
いただき、大変感謝して
います。松前会長の紹介
で入会したのが本年度４
月、初め戸惑いもありま
したが、いろいろな方に
お声をかけていただき、
自然と溶け込むことがで
きました。この思い出を
一生の宝物とし、今後も

頑張っていきたいと思います。

中川　美樹

中川美樹社会保険労務士
事務所社会保険労務士

　15年間公私にわたり
大変お世話になりまし
た。思い出はとても語
りつくせませんが、２
回幹事を仰せつかり、
業務多忙の中をやりく
りして今思えば一番充
実 し て 財 産 に な っ た
時期だと実感していま
す。新しい会員さんも

増えましたが、チャンスがあれば逃さず、
ぜひ積極的にトライしてください。卒業
してからも皆様よろしくお願い申し上げ
ます。

川村　安成
㈱プレック営業本部副本部長

　皆様、在席中は大変お
世話になり、ありがとう
ございました。今から11
年前35歳の時、永遠希
グループの小田さんから
紹介され入会しました。
この11年間の１番の思い
出は平成23年松前会長
が委員長でフェリーを貸
し切って宇品の花火大会

を企画運営した事です。本当にあっという
まで沢山の思い出ができた11年間でした。

上川弘次郎
セキ法㈲代表取締役

　３年間の短い間でし
たが皆様にはお世話に
なりました。公私共に
沢山の仲間ができてこ
んな有意義なことはあ
りません。皆様これか
らもよろしくお願いし
ます。

岩﨑　信宏
着 茶 や 代 表

　卒業したくない、留年
したいぐらい楽しく、自
分自身も成長できた素晴
らしい広島YEGでした。
もっともっと早くに入会
して、もっともっと積極
的に活動するべきだった
とちょっぴり残念。短い
間でしたが、多くのメン
バーに出会えて、一生涯

付き合っていける仲間をつくれたことに感
謝しています。これからもOBとして広島
YEGを応援していきたいと思っています。
本当にありがとうございました。

久良　将之
瀬戸内料理雑草庵代表

　YEGに入会したおか
げで素晴らしい方々と
のご縁をいただきまし
た。出会う方みなさん
が本当に高い志を持っ
ておられ、私にとって
はとても勉強になるこ
との連続でした。これ
は私の人生にとって宝
物です。ここでいただ
いた学びをこれからの

人生に役立てていきます。本当にあり
がとうございました。最後にYEGの益々
の発展を祈念いたします。

田戸　　亨

蔵田ファイリング㈱
取 締 役 営 業 部 長

　入会させて頂き短い期
間ではありましたが、今
まで経験出来ないような
事柄など、今後の人生に
おける収穫でありまし
た。自身の業務等で殆ど
参加できなかったことが
悔やまれますが、青年部
会での経験を、自身の人
生に対してプラスになる
動きにして参りたいと思

います。ありがとうございました。

松下　恒和

㈱K-アシストTrim for libe 
事 業 部 部 長

　創立から19年間。私の
成長は広島YEGと共にあり
ました。いや、人生の全て
の答えがYEGの中にあった
ような気がします。卒業と
は新たな舞台のスタート。

「ここで学んだことを次に
発揮すること。振り返るの
ではなく先に挑戦するこ
と。」今後は少し前方から
後輩諸君の躍動を見守りま

す。ありがとう。YEGは最高の場所でした！

松田　哲也

㈱ 広 島 マ ツ ダ 
代表取締役会長兼CEO

　平成26年４月転勤に
より、故郷広島で27年
ぶりの生活がスタート
しました。その際、同
級生より広島YEGにお
誘い頂き、本当に貴重
な経験が出来ました。
感 謝 の 想 い で 一 杯 で
す。また、広島のため
に汗を流している多く
のメンバーがいること

に感動しました。今後益々の御発展を祈
念し、卒業のコメントとさせて頂きます。

森　　直基

第 一 生 命 保 険 ㈱ 
広島総合支社営業部長

　リキことパンチドランカー
山本竜生です。私は、昨年
の２月、ラストイヤー直前に
YEGに加入しました。YEGの
中に私みたいな横道者が入会
していいものか？と、自問自答
しておりました。そんな下品
極まりない私を温かく受け入
れていただき、感謝しており
ます。それから１年たち本当に

加入してよかった。いやっ、なんで早く入会しなかっ
たんだろうと後悔してます。不惑の40歳を超えて本
当の友達って、出来るんだなっと痛感しております。
YEGの皆様、自分を高め、広島を高め、世界を高め
てください。短い間でしたがありがとうございました。

山本　竜生
ヤマキ産業㈱代表取締役

　広島商工会議所青年
部で活動させていただ
いていろいろな事を経
験させていただき有難
うございました。とて
もいい勉強になりまし
た、ここで知り合った
先輩や仲間達に感謝し
ます。佐藤　良計

㈱バグ代表取締役副社長
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平
成
28
年
度
広
島
商
工
会
議
所
青
年
部

会
長
を
仰
せ
つ
か
り
ま
し
た
林
太
郎
で

す
。広

島
商
工
会
議
所
青
年
部
は
次
代
の
広

島
経
済
を
担
う
若
手
経
営
者
・
後
継
者
の

相
互
研
鑚
の
場
と
し
て
、
ま
た
、
青
年
経

済
人
と
し
て
資
質
の
向
上
と
会
員
相
互
の

交
流
を
通
じ
て
、
企
業
の
発
展
と
豊
か
な

広
島
経
済
を
築
く
こ
と
を
目
的
に
、
平
成

９
年
４
月
23
日
に
設
立
さ
れ
、
今
年
度
で

設
立
20
年
目
を
迎
え
ま
す
。

20
年
の
歳
月
を
経
て
、
広
島
Ｙ
Ｅ
Ｇ
は

会
員
数
が
３
５
０
名
を
超
え
る
大
所
帯
と

な
り
ま
し
た
が
、
設
立
以
来
長
年
に
亘
っ

て
活
動
さ
れ
て
き
た
諸
先
輩
方
の
大
半
は

本
会
を
卒
業
さ
れ
、
広
島
Ｙ
Ｅ
Ｇ
設
立
の

意
義
を
知
る
会
員
も
減
少
し
て
い
る
の
が

現
実
で
す
。
こ
の
節
目
の
年
度
に
、
改
め

て
次
代
の
広
島
経
済
を
担
っ
て
い
く
若

手
青
年
経
済
人
と

し
て
何
が
求
め
ら

れ
、
ど
の
よ
う
に

あ
る
べ
き
か
を
会

員
の
皆
様
と
共
に

考
え
て
参
り
た
い

と
存
じ
ま
す
。

今
年
度
は
、「“To the 

next step
!

”
〜
踏
み
出

そ
う
、
輝
け
る
次
代
へ

〜
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
掲

げ
、
広
島
Ｙ
Ｅ
Ｇ
設
立
の

原
点
で
あ
る
、
若
手
青
年

経
済
人
の
「
自
己
研
鑚
」、

「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
作
り
」、

「
ニ
ュ
ー
ビ
ジ
ネ
ス
の
検

討
」
を
柱
と
し
、
広
島
Ｙ

Ｅ
Ｇ
発
足
の
意
義
を
次
世

代
に
つ
な
げ
て
い
く
こ
と

を
テ
ー
マ
に
活
動
し
て
参

り
ま
す
。
広
島
Ｙ
Ｅ
Ｇ
の

例
会
や
事
業
で
の
学
び
を
各
自
が
自
ら
の

企
業
経
営
に
活
か
し
、
そ
れ
を
通
じ
て

培
っ
た
人
間
関
係
を
大
き
く
拡
げ
て
い
く

こ
と
、
驚
く
べ
き
ス
ピ
ー
ド
で
変
化
す
る

経
営
環
境
に
仲
間
た
ち
と
共
に
対
応
し
、

新
し
い
ビ
ジ
ネ
ス
に
つ
い
て
研
究
し
て
い

く
こ
と
は
、
個
人
レ
ベ
ル
だ
け
で
は
な
く

広
島
経
済
に
と
っ
て
非
常
に
重
要
か
つ
有

意
義
な
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
会
員
の
皆
様

方
に
於
か
れ
ま
し
て
は
、
ご
多
忙
と
は
存

じ
ま
す
が
、
是
非
と
も
広
島
Ｙ
Ｅ
Ｇ
の
活

動
に
積
極
的
に
ご
参
加
頂
き
、
広
島
商
工

会
議
所
活
動
の
一
翼
を
担
う
青
年
経
済
人

と
し
て
、
広
島
経
済
の
健
全
な
発
展
に
共

に
寄
与
し
て
参
り
た
い
と
存
じ
ま
す
の
で

宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

先
に
も
述
べ
ま
し
た
が
、
広
島
Ｙ
Ｅ
Ｇ

は
会
員
数
３
５
０
名
を
超
え
る
組
織
と
な

り
、
日
本
Ｙ
Ｅ
Ｇ
に
於
い
て
も
存
在
感
の

あ
る
単
会
と
な
り
ま
し
た
。
全
国
に
は
、

様
々
な
環
境
の
中
で
、
様
々
な
ビ
ジ
ネ
ス

に
携
わ
る
青
年
経
済
人
が
そ
の
地
域
の
Ｙ

Ｅ
Ｇ
単
会
に
所
属
し
、
様
々
な
活
動
を
行

な
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。
そ
の
数
は
お
よ
そ

４
０
０
単
会
、
３
万
人
に
上
り
ま
す
。
残

念
な
が
ら
、
こ
れ
ま
で
の
広
島
Ｙ
Ｅ
Ｇ
会

員
の
ほ
と
ん
ど
が
、
自
ら
の
企
業
経
営
や

そ
の
合
間
を
縫
っ
て
行
う
Ｙ
Ｅ
Ｇ
活
動
が

多
忙
の
た
め
、
そ
う
い
っ
た
他
の
単
会
の

Ｙ
Ｅ
Ｇ
会
員
と
関
わ
る
こ
と
を
敬
遠
し
て

き
ま
し
た
。
私
も
そ
う
い
っ
た
会
員
の
一

人
で
し
た
。
し
か
し
、
経
済
の
グ
ロ
ー
バ

ル
化
や
経
営
環
境
の
急
速
な
変
化
の
中

で
、
広
島
Ｙ
Ｅ
Ｇ
以
外
の
単
会
に
は
ど
の

よ
う
な
青
年
経
済
人
が
所
属
し
、
ど
の
よ

う
な
考
え
方
で
ど
の
よ
う
な
活
動
を
行

な
っ
て
い
る
の
か
を
知
る
こ
と
は
、
良
く

も
悪
く
も
非
常
に
有
意
義
な
こ
と
だ
と
考

え
ま
す
。
お
忙
し
い
と
は
存
じ
ま
す
が
、

是
非
一
度
は
日
本
Ｙ
Ｅ
Ｇ
の
事
業
で
あ
る

①
会
長
研
修
会
、②
全
国
大
会
、③
ブ
ロ
ッ

ク
大
会
に
も
参
加
し
て
み
て
頂
け
た
ら
と

存
じ
ま
す
。
広
島
Ｙ
Ｅ
Ｇ
の
こ
の
先
10
年

の
活
動
の
方
向
性
に
つ
い
て
検
討
す
る
上

で
、
日
本
Ｙ
Ｅ
Ｇ
と
の
関
わ
り
方
も
一
つ

の
要
素
で
あ
る
と
私
は
考
え
ま
す
。

18
年
前
に
私
が
広
島
Ｙ
Ｅ
Ｇ
に
入
会
し

ま
し
た
折
は
、
右
も
左
も
わ
か
ら
ず
、
そ

れ
で
も
諸
先
輩
方
や
仲
間
の
方
々
に
公
私

と
も
に
導
い
て
頂
き
ま
し
た
。
同
様
に
私

た
ち
の
世
代
が
次
の
世
代
を
引
っ
張
っ
て

い
く
こ
と
が
諸
先
輩
方
や
広
島
Ｙ
Ｅ
Ｇ
へ

の
恩
返
し
だ
と
考
え
て
一
年
間
活
動
し
て

参
り
た
い
と
存
じ
ま
す
の
で
宜
し
く
お
願

い
致
し
ま
す
。

９
月
に
は
来
賓
や
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
、
Ｙ
Ｅ

Ｇ
の
他
単
会
の
皆
様
に
も
お
越
し
頂
き
、

設
立
20
周
年
の
記
念
式
典
及
び
記
念
事
業

を
実
施
し
、
設
立
の
原
点
や
20
年
の
活
動

を
振
り
返
り
、
若
手
経
済
人
に
求
め
ら
れ

る
も
の
に
つ
い
て
再
考
す
る
機
会
に
し
て

参
り
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
一
年
間
、
皆
様

の
Ｙ
Ｅ
Ｇ
活
動
へ
の
積
極
的
な
ご
参
加
を

宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

花澤　憲治 延澤　量昭

林　　太郎

小林　伸行 福山　　忠

松前　嘉剛

中尾　慶子

岩本　庄司

新甲　悟司

多田　　智

野田　直也

西村　大司

福島　　功

金井　次郎

小林　淳行

若林　博文

新田　裕司

金井　直樹

大山　晴彦

久保　雅義

吉田　　豪

髙井　建治

調子　敬雄

吉田　義臣

加藤健太郎

【平成28年度】　役員及び特別委員長紹介� Officer  Introduction

監事 ネクストジェネレーション委員長

会長

総務広報委員長 自己啓発委員長

直前会長

第一渉外委員長

ニュービジネス研究委員長

副会長

第二渉外委員長

20周年記念事業企画委員長

副会長

会員親睦委員長

YEG未来検討特別委員長

副会長

コミュニケーション委員長

副会長

資質向上委員長

副会長

スポーツ振興委員長

副会長

20周年記念事業実行委員長

副会長

会員交流委員長

監事

山岡　徹也
YEG魂継承特別委員長

林　太郎
福助タクシー株式会社　代表取締役

平成28年度会長


